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MaaSの海外における動向

2016年からはMaaSが交通系カンファレンスのキーワードに。
日本国内ではそれを扱うプレイヤーの不在。
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MaaSモビリティ革命の先にある全産業のゲームチェンジ

MaaSの入門書かつ専門書

①MaaSGlobal,Moovel,MaaSallianceなど海外事例
②テクノロジー観点、プラットフォーム観点
③都市観点
④各事業におけるアクションプラン
⑤Beyond MaaS

4人の執筆者とプロジェクトを組み、一冊にまとめる
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Mobility as a Serviceとは何か

多様なモビリティサービスに対して利用者が「1つのサービス」として自由に選択できる

モビリティサービスとは、移動に関する乗り物全てを指す
自動車（四輪、二輪）、鉄道、バス、トラム、タクシー、フェリー、航空、自転車

n 一部、ライドシェアのことをMaaSと呼ぶ事例もあるが、ライドシェアはMaaSを構
成する重要なモビリティサービスではあるがMaaSに包含される関係にある。

n Mobility as a Service (MaaS) constitutes the integration of various forms of transport services 
into a single mobility service accessible on demand.（MaaS Alliance White Paper,MaaS
Alliance,2017）
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各モビリティサービスの特徴と連携のメリット
n 各モビリティは時間的・空間的・物理的に制約がある
n また、各モビリティ間でも事業者が異なり制約（バリア）があるケースもある

〇速い、需要集中に強い
×柔軟性が低い

〇速い、需要集中に強い
×柔軟性が低い

〇いつでも、どこへでも利用可能
×需要の集中に弱い
×免許が必要
×貸出・返却場所に制約がある

鉄道

バス

タクシー

カーシェア

参考文献：統合モビリティサービスの概念と体系的分析手法の提案
第54回土木計画学研究発表会（秋大会）特別セッション
東京大学大学院 藤垣洋平他

定時運行性 需要集中対応性 速達性 コスト優位性

〇速い、需要集中に強い
×柔軟性が低い

航空 レンタサイクル

〇いつでも、どこへでも利用可能
×需要の集中に弱い

〇いつでも、どこへでも利用可能
×需要の集中に弱い
×貸出・返却場所に制約がある

＋α
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n 各モビリティは速達性や輸送量、定時性や着席可否、料金、乗車制約など様々な特性を持つ
n 各交通サービスは時空間的・輸送モード間に障壁があるが、弱点を補いあい効率化が可能
n (Mobility） as a Serviceとは、実質的には分割されたサービスを仮想的に一つとみなす概念
n MaaS（統合サービス）の存在により利用者は簡易に最適な移動行動が可能となる

Mobility as a Service
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基本MaaS（フィンランドWhim)
n 個別の経路検索，チケット購入が可能、定額制に対して公共交通+オンデマンド交通乗り放題
n 2017年度からタクシーunlimitedが誕生、自家用車を手放す行動変容
n 499ユーロで、この自動車や公共交通へ流れていたお金をMaaSエコシステムへ流す

※自動車産業を持たないフィンランドにおけるKPI（ITSFinand)
※MaaSエコシステムに広告モデル、不動産、損害保険等の導入が進むと更に価格がさがり行動変容が加速する
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都市の抱える公共交通の課題

供給量に対する慢性的な需要過多
運行頻度低下（遅れ）→供給不足

鉄道の代替輸送機関の輸送密度小
鉄道×の場合に、影響が大きい

インバウンド需要増
不慣れな移動者への対応の必要性

特定の事業者努力のみでは解決できない課題
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地方の抱える公共交通の課題

利用者減→サービス低下→廃線
自治体への補助金の負担

鉄道→産業集積的な輸送インフラ
人材や技術継承が必要

高齢者ドライバー
高齢化と担い手不足問題

社会課題として解決すべきであるが、具体的な解決策はまだ提示されていない
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マッチング：SoMo（ソーシャルなモビリティ）
• HERE Technologiesのモビリティ部門であるHERE Mobilityが発表
• ” Social Mobility”から”SoMo”
• ソーシャルライドシェアリング: 知り合いなどと相乗りする
• ギャザリング: イベントなどの目的を共有する他人と一回限りの同乗を行う
• マーケットプレース: タクシー、バスなどの公共交通機関を扱う（ブッキング）
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行動変容：Miles
n 米国のスタートアップ、Milesが展開するアプリ。移動手段を自動で判別し、商品やクーポンなどと交換

できる“マイル”を付与する。
n クルマ、カープール、ライドヘイリング、鉄道、バス、ボート、徒歩／ラン、自転車、飛行機の9区分。

スマホ内蔵の加速度センサーやGPS、交通オープンデータなどの情報を基に、独自のアルゴリズムでAI
（人工知能）がユーザーの移動手段を推測する仕組み

ユーザインセンティブと運賃の切り離し
外部資金をMaaSエコシステムに入れる
行動変容（公共交通？自動車？）
環境にやさしい、混雑を避ける等
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事例： Trafi
n MaaSを通じてエンドユーザーに便利なサービスを提供しつつ、そこで取得できたデータを活用して都市向けに最

適なモビリティ・マネジメントを実現するソリューションを提供する事業者も出現



14

事例：mobilityX
n シンガポールのSMRT子会社のmobilityX（豊田通商も出資）も、同様のサービス展開を見込む
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事例：SiMobility
n MaaSによって得られたデータを利活用することで、街の交通最適化を実現するサービスを展開しようとする動き

事例紹介：Siemens - SiMobility



MaaS の社会実装の考え方
n MaaSアプリがゴールではなく、そこからさらに都市やモビリティ事業者に貢献していく

情報提供 シームレスかつ密接な
移動者との接点（アプリ）

個別支払い
一元支払い

ダイナミックプライシング
ダイヤ調整

リソース最適化
稼働率向上

ダイヤ・料金最適化
運行最適化

事業者間連携

交通政策
都市計画

MaaS
シミュレータ

MaaS
コントローラ

都市交通
コントローラ

モビリティ
事業への貢献

ユーザとのつながり
ログデータの取得コントローラ機能（人）

コントローラ機能（モビリティ）

コントローラ機能（カネ）

都市計画・混雑渋滞解消
防災・交通流制御

高精度な
需要予測

次のレベルの都市高度化
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不動産×MaaS

サンフランシスコ
タウンホームと共同住宅の複合施設「パークマーセ
ド」（Parkmerced）は、「Uber」と提携して、
Car-free Living」（自動車をもたない生活）という
取り組みを実施。自動車をもたない住人に対して、
毎月100ドルの交通費補助を行うもの。

参考引用：https://wired.jp/2016/05/26/uber-sf-complex-to-give-out/

都市・自治体
渋滞解消、公共交通利用、駐車場問題解消

ユーザ
交通費サポート、住みやすい住宅

デベロッパー
駐車場分の用地コスト低減
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医療・介護×MaaS

医療機関の予約や介護の移動経路の最適化アルゴリズムを用
いて移動ニーズに対して最短ルートで送迎を行う。その車両
でお出かけの足の移動に転換。

https://mws-hidaka.jp/

都市・自治体
高齢者の移動支援、介護ニーズ増加対策

ユーザ
安価に移動が可能
送迎付きの買い物

介護事業者
ドライバー・事業コスト低減

満足度向上
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MaaS実現への検討①：データ流通議論
n 多様な新規プレイヤーを呼び込む仕組み＝データを誰でも使いやすい状態＋相互信頼性を担保したデータ流通
p高度に進化した公共交通の上にたつソフトウェアに必要な要件

pデータおよび情報提供の信頼性を担保した上でどのように対応するか

p間違った情報提供をしているプレイヤーに対して誰がどのように是正依頼をするもらうのか

n 静的データだけでなく、リアルタイムデータや実績データの動的なデータ流通
n 鉄道以外のバスやオンデマンド交通も含めたデータ流通（MaaSなので、一つの交通だけでない連携が必要）

1分単位で正確さを要求される公共交通：データ提供

MaaS(公共交通)プレイヤー：データ表示
統合データ提供
統合データの管理

各自が
正確に表示する義務

データ統合、配信事業者：データ取得・提供
多くのプレイヤーが
正確に表示する

元データ提供
効率化

契約関係

鉄道 バス 航空 タクシー ＋α

動的データを含めた議論
位置情報、遅れ情報、混雑、渋滞行先変更等

静的データのみの議論
時刻表データ、路線データ等
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MaaS実現への検討②：地域とネットワーク交通の検討
n 交通を考える上での会議体・決定プロセスの在り方
pエリアをまたぐ際の関係性、移動ニーズ自体はエリアをまたぎながら発生していく

p海外ではユーザの移動ニーズと行政区が一致しやすい

p地域と広域、一般的な移動と介護など福祉目的移動等で切り分けて議論する体制、権限・役割の明確化

p全体論として効率性や経済性を追求する仕組みやそれを求めることは必要

Ａ市 Ｂ市 Ｃ市
最適 最適 最適

路線全体として、ユーザとして最適？

Ｘ駅 Ｙ駅 Ｚ駅
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MaaS実現への検討③： MaaSオペレータと交通事業者の関係性
n 多様な（≠バラバラな）MaaSサービスが生じてくることが望ましい
p高齢者向け、観光特化型、インバウンド向け、交通弱者向け、通勤通学向けなど

n MaaSオペレータの権利と制限は必要
p公平性と競争性を担保した仕組み作り

n 交通事業者とMaaSオペレータの関係性
pデータを提供する交通事業者にメリットが生まれる仕組み
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MaaSのポテンシャル

① 交通の最適化や移動需要の創出
l 幅広い交通手段を組合せ、都市や地方など各地域に最適な交通を実現
l これまで繋がっていなかった「ユーザ」「交通事業者」「目的地」の

データを繋ぎ、交通全体の不最適を解消

② 目的地や周辺業界との連携（エコシステム）
l 多くの事業（不動産、エネルギー、飲食、ゲーム、都市計画）とKPI

自体が融合し、連携が加速

③ 場所・都市の再定義
l ライドシェア・移動販売・物流革命の進展により、駐車場が不要とな

り膨大な空きスペースが出現
l ダイナミックな場所の使い方を提案（シェアリング、転換）

MaaSによって実現できる価値



MaaS実現への検討④： MaaSシミュレータ・コントローラ検討

p MaaS⇒スマートシティ、Society5.0に移行させていくことが産業育成として重要
p MaaSアプリ：時刻表データ、地図データ、運行情報・渋滞情報、予約・決済権限は完結する
p MaaSシミュレータ：都市・交通分析
p ユーザ属性

p 位置情報、トリップデータ

p 経路検索ログ等

p MaaSコントローラ：需給マッチング
p ユーザへのインセンティブ付与

p モビリティ事業者へのリクエスト機能

p 他産業データとの連携（エネルギや高齢化、介護）

p ＋α（場所（病院や市役所））などの予約等
参考）PTV社 MaaS modeler参考
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